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１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
、
明
治
政
府
は
「
学

制
」
発
布
し
、
全
て
の
国
民
が
教
育
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
近
代
教
育
制
度
の
樹
立
を
め
ざ
し

ま
し
た
。

　
教
育
制
度
を
整
え
る
と
と
も
に
、
施
設
の
整

備
も
進
め
ら
れ
、
全
国
各
地
で
洋
風
建
築
を
模

し
た
校
舎
が
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
伊
賀
地
域
で

も
、啓
迪
学
校(

小
田
小
学
校)

校
舎
を
は
じ
め
、

上
野
寺
町
の
東
部
学
校
な
ど
に
洋
風
校
舎
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
明
治
20
年
代
後
半
に
な
る
と
県
下

に
お
い
て
中
等
教
育
機
関
の
設
立
が
活
発
と

な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
動
き
の
な
か
で
設

立
さ
れ
た
の
が
三
重
県
第
三
中
学
校
で
し
た
。

１
８
９
９(

明
治
32)

年
に
は
、
地
域
住
民
の
支

援
に
よ
り
伊
賀
地
域
に
第
三
中
学
校
が
開
校
し

ま
し
た
。

明
治
時
代
の

伊
賀
を

訪
ね
る

　
１
８
７
５(

明
治
８)

年
に
開
設
さ
れ
た
小
田
学
校
は
、

１
８
８
１(

明
治
14)

年
に
啓け

い

迪て
き

学
校
と
改
称
さ
れ
、
そ
の
際

に
こ
の
本
館
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
木
造
２
階
建
て
の
寄
棟
造

で
、
屋
上
に
太
鼓
楼
、
正
面
に
バ
ル
コ
ニ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。
現
存
す
る
小
学
校
校
舎
と
し
て
、
県
内
で

最
古
の
建
築
物
で
、
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
こ
の
建
物
は
、
文
化
財
施
設
と
し
て
公
開
し
て
お
り
、
明

治
の
校
舎
の
内
部
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
上
野
高
等
学
校

に
残
る
木
造
校
舎

は
、
三
重
県
第
三

尋
常
中
学
校
校
舎

と
し
て
１
９
０
０

（
明
治
33)

年
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
。

南
に
張
り
出
し
た

玄
関
ポ
ー
チ
の
屋

根
は
入
母
屋
造
の

破
風
を
み
せ
、
円

柱
の
柱
間
に
は
細

か
い
装
飾
が
施
さ

れ
て
い
る
の
が
特

徴
で
す
。
県
内
に

残
る
数
少
な
い
明

治
時
代
の
校
舎
と

し
て
、
石
製
の
正

門
と
と
も
に
県
の

文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
は
、
１
８
６
８
（
明
治
元
）
年
か
ら
１
５
０
年
に
な
り
、
国
で

は
「
明
治
１
５
０
年
」
に
関
連
し
た
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
５
０
年
前
、
伊
賀
を
統
治
し
て
い
た
藤
堂
藩
は
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
に
お
い
て
新
政

府
軍
を
勝
利
へ
と
導
き
、
明
治
維
新
へ
と
向
か
う
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
維
新
以
降
、
日
本
は
近
代
化
へ
の
歩
み
を
進
め
、
政
治
や
行
政
の
制
度
を
整
え
る
と

と
も
に
、
欧
米
の
国
々
に
対
抗
す
る
た
め
、
殖
産
興
業
の
政
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
な
時
代
の
人
材
育
成
の
た
め
、
新
た
な
教
育
制
度
を
確
立
し
ま
し
た
。
「
明
治
」

と
い
う
時
代
は
、
現
在
の
私
た
ち
に
つ
な
が
る
、
国
の
か
た
ち
が
築
か
れ
た
時
代
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　
伊
賀
市
で
も
明
治
時
代
の
建
築
物
な
ど
、
当
時
の
技
術
や
文
化
に
関
す
る
遺
産
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
明
治
時
代
に
成
立
し
、
今
日
の
私
た
ち
の
生
活
に
密
接
に
係
わ
る
も
の

を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

明
治
１
５
０
年

❶ 
旧
小
田
小
学
校
本
館

❷ 
旧
三
重
県
第
三
尋
常
中
学
校
校
舎

学

　校
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江
戸
時
代
の
武
士
に
代
わ
り
明
治
以
降
に
治

安
維
持
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
の
が
警
察
組
織

で
し
た
。
伊
賀
地
域
に
初
め
て
警
察
組
織
が
設

置
さ
れ
た
の
が
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
で
、

旧
上
野
城
の
東
大
手
門
（
現
在
の
ハ
イ
ト
ピ
ア

伊
賀
周
辺
）に
置
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
警
察
署
は
、

昭
和
13
年
に
新
た
な
庁
舎
が
建
設
さ
れ
る
に
伴

い
払
い
下
げ
ら
れ
、
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
の
技
術
革
新
を
象
徴
す
る
の
が
鉄

道
で
す
。
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
に
新
橋
―

横
浜
間
の
鉄
道
が
開
通
し
た
の
ち
、
ま
た
た
く

間
に
鉄
道
網
は
全
国
に
広
が
り
し
ま
し
た
。
伊

賀
地
域
に
お
け
る
鉄
道
は
、
１
８
９
０
（
明
治

23
）
年
に
関
西
鉄
道
柘
植
駅
の
開
業
に
始
ま
り

ま
す
。
関
西
鉄
道
は
、
こ
の
年
に
三
雲
―
四
日

市
間
が
開
通
し
た
の
ち
、
１
８
９
７
（
明
治
30
）

年
に
柘
植
ー
加
茂
間
が
開
通
し
ま
し
た
。

　
明
治
に
な
り
整
え
ら
れ
た
制
度
の
一
つ
に
郵

便
制
度
が
あ
り
ま
す
。
１
８
７
１
（
明
治
４
）

１
月
、
太
政
官
か
ら
「
郵
便
創
業
の
布
告
」
が

発
布
さ
れ
ま
し
た
。
伊
賀
地
域
で
は
、
明
治
５

年
４
月
に
上
野
東
町
・
柘
植
・
佐
那
具
な
ど
に

郵
便
局
が
設
置
さ
れ
た
の
ち
、
伊
賀
全
域
へ
郵

便
網
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

【
問
い
合
わ
せ
】

○
広
聴
情
報
課

　
　
☎
22
・
９
６
３
６
　
ＦＡＡ
22
・
９
６
１
７

○
文
化
財
課

　
　
☎
47
・
１
２
８
５
　
ＦＡＡ
47
・
１
２
９
０

　
１
８
８
８(

明
治
21)

年
に

建
設
に
着
手
し
、
翌
年
完
成

し
た
上
野
警
察
署
庁
舎
は
、

木
造
平
屋
建
て
、
寄
棟
造
の

建
物
で
、
入
口
に
は
切
妻
屋

根
の
庇
が
付
き
、
正
面
の
縦

長
の
窓
に
は
独
特
の
小
庇
が

取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
の
三
重
県
の
施
設

と
し
て
は
最
古
の
建
物
で
、

県
内
各
地
の
警
察
庁
舎
の
モ

デ
ル
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
建
物

は
国
の
登
録
文
化
財
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
柘
植
駅
は
、
１
８
９
０

（
明
治
23
）
年
に
三
重
県

初
の
鉄
道
駅
と
し
て
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
基
壇
や

レ
ン
ガ
造
り
の
ラ
ン
プ
小

屋
は
建
設
当
時
の
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
期

の
柘
植
駅
で
は
、
自
由
民

権
運
動
で
活
躍
し
た
板
垣

退
助
が
訪
れ
る
な
ど
、
伊

賀
の
東
の
玄
関
口
と
し
て

栄
え
ま
し
た
。

　
柘
植
郵
便
局
は
、
伊

賀
地
域
で
最
も
早
く
設

置
さ
れ
た
郵
便
局
の
一

つ
で
す
。
明
治
中
期
に

撮
ら
れ
た
写
真

に
は
、
瀟
洒
な

建
物
の
正
面
に

両
開
き
扉
が
あ

り
、
そ
の
う
え

に
「
柘
植
郵
便

局
」
の
看
板
が

掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
看

板
は
今
も
現
存

し
て
い
ま
す
。

❸ 
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